
駅と鉄道を中心として、良質で時代の先端を行く
サービスを提供するJR東日本。
社員4万名の勤務システムに「リシテア」を採用。

東日本旅客鉄道株式会社様 導入事例

リシテアは、従業員が行う勤務管理業務や各種申請業務などの間接業務から、
人事・総務部門が行う人事・給与管理業務までの人事関連業務を  

ワンストップでサポートするパッケージソリューションです。



■商　　　号 東日本旅客鉄道株式会社　
■会 社 設 立 昭和62年4月1日
■本社所在地 〒151-8578 東京都渋谷区
■業　　　種 運輸・陸運
■従 業 員 数 61,900名（2008年4月1日現在）

リ シ テ ア 導 入 ル ポ

1. 複雑な勤務体系への対応
本社・支社（約1万名）の勤務管理は以前からシステム化されていました
が、駅係員や車両・設備メンテナンス業務従事者（約1800拠点、約3万
名）は勤務体系が複雑で、24時間の交代勤務や日勤後の夜勤など不
規則な勤務が多く、手作業による管理がほとんどでした。小さな駅では
各駅毎に入力・集計を行い、東京や新宿などの大きな駅では、事務セン
ターでまとめて入力・集計を行っており、作業に長い時間を必要としてい
ました。

3. リアルタイムで適正な勤務情報の把握
鉄道会社の長い歴史の中で、勤務情報は紙で管理するのが当たり前
でしたが、今回システム化したことで、これまで手作業で行っていた勤務
実績の整理、集計や給与システムへの入力までの一連の業務にかかる
作業工数が削減できました。また、これまでは勤務実績については、帳
票が手元に届くまでわからなかったのが、「リシテア」の参照機能を使う
ことでリアルタイムに把握できるようになり、労働時間の適正な把握も
徹底できるようになりました。

2. 4万人の利用に耐えられる信頼性のある勤務システム
システム選定の際、ポイントとしたのは信頼性でした。鉄道会社特有の
複雑な勤務体系への対応のみならず、他システムとの連携や、構築環
境なども考慮し選定しました。何より、1社単体で4万人強が利用した場
合にも一定のレスポンスが出ること。さらに、人が使うものだから、どうし
てもイレギュラーな入力が起こる。そうした問題が起こったとしても、どこ
まで対応してもらえるか。対応可能な信頼できるベンダーにということで
日立ソリューションズの「リシテア」を採用しました。

4. データの活用をさらに高めていきたい
当社のメイン事業である鉄道事業にとって、安全の確保は何よりも大事で
す。安全の確保をしていく上でも、システムで適時、適性に社員の労働時
間を把握する必要があると考えています。また、今後は、従来から行ってい
る休暇の取得状況や長時間勤務のチェックなどに加え、社員がより働きや
すい勤務制度の検討などにもデータの活用範囲が広がると期待していま
す。リシテアの導入は、スケジュール通り順調に進めることができました。日
立ソリューションズにはこれからも長くお付き合いいただけると思っています。

鉄道会社特有の複雑な勤務体系に対応し、
全社員の勤務実績情報の一元化に成功。
社員の労働時間の適正な把握を徹底。

株式会社ジェイアール東日本情報システム　システム開発本部
生活サービスソリューション部の皆様

東日本旅客鉄道株式会社　人事部の皆様

東日本旅客鉄道株式会社 様
導入事例

※本事例の内容は取材時点（2008年7月）の情報です。 ※LYSITHEA、リシテアは株式会社日立ソリューションズの登録商標
です。 ※本文中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 ※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記
しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。 ※本製品を輸出される場合には、外国為替
及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な
場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本文中の情報は、事例作成時点のものです。

本事例のwebページはこちら
www.hitachi-solutions.co.jp/lysithea/case15/

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
lysithea.jp/
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株式会社 日立ソリューションズ
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